
「うちエコ診断」は環境省の登録商標です。
うちエコ診断制度運営事務局（一般社団法人地球温暖化防止全国ネット）
TEL　03-6273-7785（代表）

うちエコ診断制度

うちエコ診断に関する詳しい情報は

家庭でできる対策の例

真夏日が
約40日増加

静岡県の真夏日日数の変化

20世紀末の
日数

21世紀末の
日数 温室効果ガスの排出シナリオは、化石燃料と新エネルギーをバランスよく使いながら、

経済発展を重視しグローバル化が進展する社会を想定している。
予測結果には都市化の影響は含まず、排出シナリオの変化やモデル精度などによる
不確実性が含まれる。

年間の真夏日日数の、20世紀末と比較した21世紀末における
静岡県平均の気候変化の予測。
黒細線は地点間（左）および年々変動（右）の標準偏差を示す。

静岡県の気温は長期的に上昇しています。この変化には、地球温暖化
に加えて、都市化によるヒートアイランド現象の影響も現れていると
みられます。
２１世紀末の静岡県は、気温がさらに上昇すると予想されています。

◆これまでの観測結果

静岡県の気温

気温は上昇している

静岡県の年平均気温は、静岡市で
100年あたり2.2℃、浜松市で100
年あたり1.3℃上昇しました。
この変化には、地球温暖化に加え
て、都市化やその他の自然変動の影
響も含まれていると考えられます。

更に気温が上昇すると予想される

スーパーコンピュータを用いた気象庁の
地球温暖化の予測によると、静岡県では
20世紀末に比べて21世紀末には以下のよ
うな変化が起こると予想されています。

◎ 年平均気温が約3℃上昇
◎ 真夏日日数が年間で約40日増加
◎ 冬日日数が年間で約20日減少

静岡市の年平均気温

◆将来予測

浜松市の年平均気温
上段は静岡地方気象台、下段は浜松特
別地域気象観測所で観測された年平均
気温の経年変化を示す。

1.3

2.2

静岡県の気候変化
ー私たちの周りの地球温暖化ー

詳しい情報はこちらへ
気候変化レポート 2015  －関東甲信・北陸・東海地方－
http://www.jma-net.go.jp/tokyo/sub_index/kikouhenka/

静岡地方気象台 静岡県静岡市駿河区曲金 2-1-5
TEL：054-286-3521
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◆短時間強雨の変化 強い雨が増加する

東海地方では、将来は非
常に激しい雨（ 1時間
50mm以上）の発生頻度
が夏を中心に増えると予
想されています。
また、年間の降水量も増え
ると予想されています。

永久凍土の下限が高くなり、山頂
周辺においても永久凍土の確認
ができない地点が出ています。
また、富士山頂でコケ類以外の維
管束植物が生育しているのが観
測されています。

気温上昇で減少している

東海地方の短時間強雨の変化

◆富士山の永久凍土

1時間降水量が50mm以上となる回数
の、20世紀末と比較した21世紀末にお
ける東海地方平均の気候変化の予測。
黒細線は年々変動の標準偏差を示す。

増澤武弘教授（静岡大学）より提供。富士
山南斜面の標高2500mより調査した結
果、1976年には永久凍土の下限の標高が
平均3,200m であったが、22年後の1998
年の調査では、平均3,300m に変化した。

静岡市では、さくらの
開花日が50年あたり約
6日早くなっています。

さくらの開花が早まっている◆生態系への影響
静岡市のさくらの開花日

静岡地方気象台の観測による
さくらの開花日の経年変化。

日本近海の海面水温は、地球温暖化だけでなく、地域的
な自然変動の影響も受けていると考えられます。
「四国・東海沖」と「沖縄の東」の海面水温の上昇率は、世
界全体や北半球全体で平均した海面水温の上昇率より
も大きくなっています。

上昇傾向が現れている

四国・東海沖（左図）と沖縄の東（右図）の海面水温

図の青丸は各年の平年差を、青線は5年移動平均を、赤線は長期変化傾向を示す。平年値は1981～2010年の平均値。
統計期間は、四国・東海沖は1902～2015年、沖縄の東は1911～2015年だが、船舶などからの観測データが少ない期間は除外している。

1.21 0.71

日本の年平均気温は、100年あ
たり1.16℃の割合で上昇して
います。
この上昇は地球温暖化が主な要
因であると考えられています。

細線（黒）：各年の平均気温の基準値からの偏差、
太線（青）：偏差の5年移動平均、直線（赤）：長期
的な変化傾向。基準値は1981～2010年の30年
平均値。
1898年以降観測を継続している気象観測所の
中から、都市化による影響が少なく、特定の地域
に偏らないように選定された15地点の気温
データ。

日本の気候変化
日本の気温は長期的に上昇しており、特に1990年代以降、
高温となる年が頻出しています。
日本近海の海面水温も上昇しています。

◆日本の気温の変化 世界平均より上昇が早い
日本の年平均気温

地球温暖化の悪影響は、生態系や社会活動など様々な分野に
現れています。
それを減らすには、進行を抑える「緩和」と影響に対処する
「適応」の両方が必要です。

地球温暖化の影響

◆日本南方の海面水温
海域名
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世界の年平均気温

平均気温（夏）の変化の例

地球温暖化
地球温暖化は確実に進んでおり、人間活動により温室効果ガス
を排出し続けるとますます進行します。
地球温暖化の進行により異常気象が頻発し、かつてない気候が
現れやすくなります。

地球温暖化の様々な証拠が、世界各地で捉えられています。
地球温暖化の進行を抑えるためには、温室効果ガスの排出を大幅に削減し、
これを保ち続ける必要があります。

◆世界の気温の変化 地球温暖化は現実に起きている

◆異常気象の頻発 かつてない気候が現れる

200年にわたる世界の気温変化を示す。地球温暖化を抑えるこれまで以上の対策をとらず、温室効果ガスの排出が高いレベルで続く場合、
今世紀末の20年間の世界の平均気温は、現在と比べて2.6～4.8℃上昇すると予測されている。

地球温暖化の進行により、
異常気象の「起きやすさ」
や「強さ」が変化し、これ
までにない気候が現れや
すくなります。

夏の猛暑を例に、地球温暖化による変化の様子を示す。猛暑と呼ばれるような「異常な高温」は、
より頻発して異常でなくなる。また、同じような頻度で現れる猛暑は、より暑くなり「かつてな
い気候」が現れるようになる。

CMYK  2029954_「都県別地球温暖化リーフレット」東京管区気象台 気象防災部_ 

1

校 _早瀬<2>静岡県　 CMYK  2029954_「都県別地球温暖化リーフレット」東京管区気象台 気象防災部_ 

1

校 _早瀬<3>静岡県　 CMYK  2029954_「都県別地球温暖化リーフレット」東京管区気象台 気象防災部_ 

1

校 

2

校 _早瀬<4>静岡県　

Ke
ns

eid
o's

 M
ac

int
os

h 
Pr

e-
Pr

es
s P

ro
jec

t


	shizuoka_O
	shizuoka_U

